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研究課題名「就労移行支援事業所の職員が自閉スペクトラム症を持つ利用者 

に行う社会適応を促進する関わりに関する研究」に関する情報公開 

 

１． 研究の対象 

本研究の対象者は、①青年期（15～30歳）の自閉スペクトラム症（ASD；Autism 

Spectrum Disorder）を持つ利用者の方への就労移行支援事業所での継続支援経験がある方

（職種及び資格の有無、勤務形態、就労移行支援事業所での支援経験年数、発達障害や

ASDに関する研修の受講歴は問いません）、②ASD を持つ利用者の方とどのように関係を

築き、それを維持しながらより良いものにしているのかということや、ASD を持つ利用者

の方と関わる際にどのようなことを大切にしているのかということを語ることができる方

（語る際に想起していただく利用者の方の利用期間や、ASD以外の発達障害や精神疾患の

診断の有無、サービス利用終了者であれば一般就労への移行ができたかどうかは問いませ

ん。本研究では、知的障害の診断がある利用者の方との関わりは対象ではありません）

で、本研究への参加について文書で同意された方です。 

  

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

就労移行支援事業所の職員の方が、①ASD を持つ利用者の方とどのように関係を築き、

それを維持しながらより良いものにしているのか、②ASD を持つ利用者の方と関わる際に

どのようなことを大切にしているのか、を明らかにすることを目的とします。 

 

研究方法： 

対象となった就労移行支援事業所の職員の方へ、ASD を持つ利用者の方にどのような関

わりを行っているのかについて調査を行います。対象者の方それぞれの実践の中での経験

を語っていただくため、インタビューガイドを用いて個別に半構造化インタビューを実施

します。インタビュー所要時間は 60 分程度の予定です。 

  

研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2025 年 3 月 31 日 

 



 

 

 

３．研究に用いる情報の種類 

 情報：職員の属性、背景（職種、資格、就労移行支援事業所での支援経験年数、発達障

害や ASD に関する研修の受講歴）、利用者の属性、背景（支援期間、診断名、精神症状及

び身体症状、ニーズ）等 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

 連絡先（研究責任者）：名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻 教授 新家一輝 

〒461-8673 名古屋市東区大幸南 1-1-20 名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻 

電話番号：052-719-1566 

e-mail：niinomi.kazuteru.k8@f.mail.nagoya-u.ac.jp 

 

○苦情の受付先 

名古屋大学大学院医学系研究科総合保健学専攻 総務係：（052-719-1504） 
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